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　＊職場決議19日まで

　忙しい毎日の中でも、組合加入のとりくみが
進んで

います。ある中学校では、転勤して来られた方に
組合加

入を訴え。「組合には入ろうと思っていますが
、よくわ

からない」という返答。組合員の生活と権利を守
る組合

であることていねいに説明し、加入書を渡しま
した。後

日、記入済の加入書を手渡されました。組合のよ
さを訴

えることが加入につながりました。

　定期大会にはたくさんの青年が参加。教採突
破講座

を通して組合加入した講師組合員の参加もあ
って、未

来への展望を確信することができました。あな
たの職

場にいる人すべてが、加入対象者です。声をか
けて、話

をして、組合加入を呼びかけましょう。

生活と権利を守る組合と説明
加入者が大会で発言

選
挙
は
希
望

　

「
だ
れ
の
子
ど
も
も

こ
ろ
さ
せ
な
い
」
を
合

言
葉
に
安
保
関
連
法
に

反
対
す
る
マ
マ
の
会
。

「
戦
争
い
く
よ
り
、
選

挙
に
い
こ
う
」
と
各
地

で
マ
イ
ク
を
持
ち
訴
え

て
い
ま
す
。

　

「
ま
ず
は
憲
法
に
の

っ
と
り
、
民
主
主
義
を

貫
く
政
治
を
し
て
ほ
し

い
。
だ
ま
っ
て
い
て

は
、
政
治
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
政
治
を
変
え
る

の
は
、
選
挙
で
の
意
思

表
示
で
す
。」「
選
挙
は

希
望
で
す
。」

　

「
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
統
一
署
名
」
が

５
月
19
日
に
１
２
０
０

万
筆
、
国
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
（
大
阪
１
４

０
万
）。
署
名
は
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
が
後
押
し

野
党
共
闘

　

戦
争
法
廃
止
の
２
０

０
０
万
署
名
を
「
共
通

の
基
礎
」に
置
き
、「
個

人
の
尊
厳
を
擁
護
す
る

政
治
」
を
進
め
る
野
党

共
闘
の
候
補
者
を
支
援

す
る
市
民
連
合
が
つ
く

ら
れ
、
参
院
選
（
７
月

10
日
）
１
人
区
の
統
一

候
補
が
実
現
。

　

「
市
民
が
後
押
し
す

る
形
で
、
こ
の
よ
う
に

広
範
囲
で
野
党
統
一
候

補
の
確
立
が
進
ん
で
い

る
こ
と
は
画
期
的
で

す
。
最
大
の
力
は
、
市

民
の
運
動
で
す
。」（
上

智
大
学
中
野
晃
一
教
授
）

　

大
阪
市
教
は
定
期
大

会
を
５
月
21
日
に
開
催

し
、「
組
合
員
・
教
職

員
の
自
主
的
・
自
発
的

行
動
参
加
を
呼
び
か
け

ま
す
。
組
合
員
の
政
治

活
動
と
政
党
支
持
の
自

由
を
堅
持
し
て
、
参
政

権
の
積
極
的
な
行
使
に

よ
る
政
治
革
新
を
め
ざ

す
と
り
く
み
を
す
す
め

ま
す
。」
と
決
定
し
ま

し
た
（
裏
面
参
照
）。

　

お
お
さ
か
維
新
の
会

の
参
院
選
公
約
素
案

は
、
憲
法
改
正
に
よ
る

教
育
無
償
化
、
統
治
機

構
改
革
、
憲
法
裁
判
所

設
置（
改
憲
３
本
柱
）、

国
・
地
方
の
公
務
員
総

人
件
費
２
割
＝
５
兆
円

削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
改
悪
、
統
治
機

構
改
革
＝
副
首
都
構
想

・「
都
」
構
想
＝
大
阪

市
解
体
、
教
職
員
数
・

教
職
員
賃
金
削
減
を
掲

げ
る
勢
力
を
許
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
住
民
投

票
の
勝
利
に
続
き
、
参

議
院
選
で
も
勝
利
し
ま

し
ょ
う
。

　

「
学
校
安
心
ル
ー

ル
」
に
つ
い
て
の
大
阪

市
教
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
排
除
す
る
、
子
ど
も

を
犯
罪
者
の
よ
う
に
一

律
に
扱
う
こ
と
は
絶
対

あ
り
え
な
い
。
子
ど
も

の
背
景
に
よ
り
そ
う
と

こ
ろ
が
学
校
だ
と
思
い

ま
す
。

●
全
く
安
心
で
は
な

く
、
危
険
な
ル
ー
ル
だ

と
思
う
。

●
子
ど
も
の
問
題
行
動

に
は
様
々
な
背
景
が
あ

り
、
画
一
的
に
指
導
で

ど
う
こ
う
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。
保

護
者
に
ま
で
不
信
感
を

与
え
る
よ
う
な
「
学
校

安
心
ル
ー
ル
」
廃
止
す

べ
き
。

●
保
護
者
や
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
学
校
が
保
護
者

や
子
ど
も
を
脅
す
も
の

の
よ
う
な
行
為
で
、
強

い
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
の
行
動
や
発
言

に
の
み
注
目
し
た
も
の

で
、
そ
の
背
景
に
あ
る

家
庭
環
境
や
子
ど
も
自

身
の
発
達
の
課
題
、
心

の
傷
や
闇
に
向
き
合
う

も
の
と
は
到
底
思
え
ま

せ
ん
。
撤
廃
を
求
め
ま

す
。

●
生
活
指
導
部
の
み
の

伝
達
で
す
ん
で
い
ま

す
。
話
し
合
っ
て
も
加

除
や
訂
正
が
で
き
な
い

市
労
組
連
定
期
大
会

＝
５
月
25
日　
　
　

要
求
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
①
現
行
の
賃
金

ベ
ー
ス
維
持
、
直
近
上

位
の
額
支
給
。
②
学
校

教
育
法
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
学
校
事
務
職
員
と

一
般
行
政
職
員
の
区

別
。
③
標
準
定
数
法
の

遵
守
。
④
府
の
制
度
の

継
続
、
休
暇
制
度
の
代

替
は
「
臨
時
主
事
」
同

等
の
職
員
配
置
。

　

市
労
組
連
は
５
月
25

日
に
定
期
大
会
を
開
催

し
、
思
想
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
裁
判
の
勝
利
に
続

く
、
組
合
事
務
所
裁
判

で
の
勝
利
、
賃
金
カ
ッ

ト
中
止
な
ど
組
合
員
の

諸
要
求
実
現
、
維
新
政

治
に
審
判
・
参
議
院
選

挙
勝
利
に
む
け
て
の
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

市
労
組
連
は
権
限
移

７
２
５
月
）、
再
任
用

職
員
は
、
期
末
手
当
０

・
65
月
、
勤
勉
手
当
０

・
３
７
５
月
（
相
対
評

価
区
分
が
第
１
・
第
２

区
分
は
０
・
３
７
５
＋

割
増
支
給
、
第
３
区
分

は
０
・
３
７
５
月
、
第

４
区
分
は
０
・
３
５
７

月
、
第
５
区
分
は
０
・

３
３
８
月
）
と
回
答
し

ま
し
た
。

　

市
労
組
連
は
、
相
対

評
価
・
成
績
率
の
中

止
、
非
常
勤
嘱
託
職
員

へ
の
一
時
金
の
支
給
を

強
く
要
求
し
ま
し
た
。

事
務
職
員
部

「
移
譲
」要
求
書

　

大
阪
市
教
事
務
職
員

部
は
５
月
18
日
、「
政

令
市
へ
の
事
務
・
権
限

等
の
移
譲
に
と
も
な
う

　

市
労
組
は
５
月
24
日

夏
季
一
時
金
の
団
体
交

渉
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
市
側
は
、
夏
季
一

時
金
６
月
30
日
支
給
、

期
末
手
当
１
・
２
２
５

月
、
勤
勉
手
当
０
・
８

月
（
相
対
評
価
区
分
が

第
１
か
ら
第
３
区
分
は

０
・
８
月
＋
割
増
支

給
、
第
４
区
分
の
場
合

は
０
・
７
５
６
月
、
第

５
区
分
の
場
合
は
０
・

連
続
講
座
、
ダ
ン
ス

講
習
会
＝
５
月
29
日

賃
金
、人
事
給
与
権
限
移
譲

市
労
組
連
た
た
か
い
強
化

戦争いくより選挙にいこう♥ママの会
戦争法廃止・立憲主義回復の声1200万

危
険
な「
学
校
安
心
ル
ー
ル
」

排
除
の
し
く
み
は
撤
廃
を

と
い
う
こ
と
で
何
だ
か

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

●
話
し
合
い
の
結
果
、

学
校
独
自
の
安
心
ル
ー

ル
と
市
教
委
か
ら
お
り

て
く
る
安
心
ル
ー
ル
の

２
つ
を
出
す
と
い
う
方

向
に
な
っ
た
。
全
く
意

味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

●
子
ど
も
達
の
荒
れ
に

は
様
々
な
原
因
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
日
々
、

向
き
合
い
な
が
ら
寄
り

添
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

〝
問
題
行
動
”
と
位
置

づ
け
て
排
除
し
て
い
く

し
く
み
は
よ
り
子
ど
も

達
を
不
安
に
さ
せ
る
と

思
い
ま
す
。

　

新
学
期
が
始
ま
っ

て
２
カ
月
が
た
ち
ま

し
た
。
新
し
い
職
場

に
赴
任
さ
れ
た
方
、

新
採
用
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
方
も
そ
ろ
そ

ろ
疲
れ
が
出
る
頃
で

す
ね
。
楽
し
い
こ
と

や
、
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
毎

年
少
し
ず
つ
学
校
の

行
事
が
変
わ
っ
た

り
、
大
阪
市
の
体
制

の
変
化
に
つ
い
て
正

し
い
理
解
が
い
り
ま

す
ね
。「
新
任
研

で
、
こ
の
研
修
が
よ

か
っ
た
よ
」「
こ
れ

は
早
く
準
備
し
た
方

が
い
い
よ
」
な
ど
、

人
と
人
と
の
繋
が
り

が
自
分
の
仕
事
の
負

担
を
減
ら
し
て
く
れ

ま
す
。「
先
輩
の
ワ

ザ
伝
授
」
講
座
で

は
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
、
ダ
ン
ス
の

講
習
会
な
ど
、
引
き

出
し
が
増
や
せ
る
よ

う
な
研
修
を
た
く
さ

ん
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
自
分
の
こ
と
を

話
せ
る
場
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。
青
年
部

は
月
に
１
回
、
た
ん

ぽ
ぽ
会
議
で
、
み
ん

な
で
和
気
あ
い
あ
い

と
話
せ
る
場
を
設
け

て
い
ま
す
。
自
分
の

職
場
以
外
に
青
年
の

繋
が
り
が
あ
る
の
は

大
変
心
強
い
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
６月

譲
に
よ
る
人
事
給
与
制

度
に
つ
い
て
、
市
人
事

委
員
会
要
請
へ
の
「
回

答
」
を
踏
ま
え
、
要
請

行
動
を
各
団
体
に
も
呼

び
か
け
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。


